
〈
遣
元
に
於
け
る
仏
．
・
菩
薩
の
位
置
づ
け
V
か
ら
見
た
鎌
倉
仏
教虫

目亨

水
　
邦
　
彦

問
題
提
起

　
道
元
に
関
す
る
研
究
は
多
々
あ
る
が
、
只
管
打
坐
を
唱
え
る
道
元
に
お

い
て
、
個
別
の
仏
・
菩
薩
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
、
例

え
ば
同
時
代
に
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
地
蔵
信
仰
を
ど
う
捉
え
て
い
た

か
い
、
と
い
っ
た
間
題
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
こ
れ
ま
で
論

究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
こ
の
問
題
に
論
究

を
加
え
た
い
と
思
う
。
な
お
結
論
を
先
に
急
げ
ば
、
こ
の
問
題
は
、
鎌
倉

仏
教
論
の
見
直
し
と
結
び
つ
く
問
題
で
あ
る
の
で
、
後
半
に
於
て
は
、
鎌

倉
仏
教
論
に
言
及
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

第
；
早
道
元
に
お
け
る
仏
菩
薩

　
遣
元
の
思
想
の
特
徴
の
一
つ
に
、
『
浬
繋
経
』
の
「
一
切
衆
生
、
悉
有

仏
性
」
（
書
き
下
し
文
u
一
切
の
衆
生
、
悉
く
仏
性
有
り
）
を
「
悉
有
は

仏
性
な
り
」
（
『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
性
」
第
一
巻
一
四
頁
）
と
読
み
替
え
た

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
道
元
に
お
い
て
、
衆
生
は
悉
有
（
全
て
の

存
在
）
で
あ
り
、
悉
有
は
「
仏
」
と
し
て
存
在
（
仏
性
一
す
る
の
で
あ
る
。

全
て
の
存
在
は
「
仏
」
と
し
て
存
在
す
る
以
上
、
釈
迦
等
の
得
道
し
た

（
悟
り
を
得
た
一
個
別
の
仏
と
衆
生
と
は
、
同
一
の
存
在
で
あ
る
。

　
　
こ
の
、
仏
と
我
と
ひ
と
し
、
と
し
、
又
い
か
に
か
心
う
べ
き
。
ま
づ

　
　
し
ば
ら
く
仏
の
行
を
こ
こ
ろ
う
べ
し
。
仏
の
行
は
・
、
尽
犬
地
と
お
な

　
　
じ
く
お
こ
な
ひ
、
尽
衆
生
、
と
毛
に
お
こ
な
ふ
。
も
し
尽
一
切
に
あ

　
　
ら
ぬ
は
、
い
ま
だ
仏
の
行
に
て
は
な
し
。
（
『
正
法
眼
蔵
』
「
唯
仏
与

　
　
仏
」
第
二
巻
五
二
四
頁
一

　
　
十
方
尽
界
に
あ
ら
ゆ
る
過
・
現
・
当
来
の
諸
衆
は
、
十
方
尽
界
の

　
　
過
・
現
・
当
の
諸
如
来
な
り
。
（
同
「
三
界
唯
心
」
第
一
巻
四
四
五

　
　
頁
・
衆
生
と
如
来
の
関
係
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
）

　
　
「
前
世
の
妄
業
に
な
さ
れ
た
る
身
体
な
る
が
ゆ
え
に
、
諸
聖
と
ひ
と
し

　
　
か
ら
ず
。
…
…
」
先
尼
外
道
が
見
な
り
。
一
同
「
弁
道
話
」
第
二
巻

　
　
四
七
二
頁
一

な
お
、
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
に
は
、
個
別
の
仏
は
も
と
も
と
衆
生
で
あ

り
、
修
行
に
よ
っ
て
仏
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
衆
生
は
誰
で
も
仏
に
な
れ

る
と
す
る
記
述
が
あ
る
。

　
　
佛
々
祖
々
、
皆
本
は
凡
夫
也
。
凡
夫
の
時
は
、
必
ず
悪
業
も
あ
り
、
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悪
心
も
あ
り
、
鈍
も
あ
り
、
凝
も
あ
り
。
然
ど
も
、
皆
た
め
て
て
、

　
　
知
識
に
従
が
ひ
、
教
行
に
依
し
か
ば
、
皆
佛
祖
と
成
り
し
也
。
今
の

　
　
人
も
然
る
べ
し
。
我
が
身
、
を
ろ
か
な
れ
ば
、
鈍
な
れ
ば
、
と
卑
下

　
　
す
る
事
な
か
れ
。
今
生
に
発
心
せ
ず
ん
ば
、
何
の
時
を
か
待
べ
き
。

　
　
好
む
に
は
必
ず
得
べ
き
也
。
（
第
七
巻
六
二
－
六
三
頁
）

従
っ
て
、
衆
生
の
悟
り
は
個
別
の
仏
の
悟
り
で
あ
り
、
個
別
の
仏
の
悟
り

は
衆
生
の
悟
り
で
あ
る
。

　
　
諸
仏
の
大
悟
は
、
衆
生
の
た
め
に
大
悟
す
、
衆
生
の
大
悟
は
諸
仏
の

　
　
大
悟
を
大
悟
す
、
前
後
に
か
か
は
れ
ざ
る
べ
し
。
而
今
の
大
悟
は
、

　
　
自
己
に
あ
ら
ず
、
他
己
に
あ
ら
ず
（
『
正
法
眼
蔵
』
「
大
悟
」
第
一
巻

　
　
九
七
頁
）

　
　
諸
仏
諸
祖
の
行
持
に
よ
り
て
、
わ
れ
ら
が
行
持
見
成
し
、
わ
れ
ら
が

　
　
犬
道
通
達
す
る
な
り
。
わ
れ
ら
が
行
持
に
よ
り
て
、
諸
仏
の
行
持
見

　
　
成
し
、
諸
仏
の
犬
道
通
達
す
る
な
り
。
わ
れ
ら
が
行
持
に
よ
り
て
、

　
　
こ
の
道
環
の
功
徳
あ
り
。
（
同
「
行
持
上
」
第
一
巻
一
四
五
頁
）

　
　
一
切
諸
仏
お
よ
び
一
切
菩
薩
・
一
切
衆
生
は
み
な
生
知
の
ち
か
ら
に

　
　
て
、
一
切
法
性
の
犬
道
、
あ
き
ら
む
る
な
り
。
一
同
「
法
性
」
第
二

　
　
巻
二
六
－
二
七
頁
）

衆
生
と
個
別
の
仏
が
同
一
の
存
在
で
あ
る
以
上
、
個
別
の
仏
と
修
行
中
の

菩
薩
と
も
、
同
一
の
存
在
で
あ
る
。

　
　
い
は
ゆ
る
一
切
菩
薩
は
一
切
諸
仏
な
り
。
諸
仏
と
菩
薩
と
異
類
に
あ

　
　
ら
ず
、
老
少
な
し
、
勝
劣
な
し
。
（
同
「
諸
法
実
相
」
第
一
巻
四
六

　
　
一
頁
一

但
し
、
既
に
得
道
し
、
仏
法
を
伝
え
て
き
た
個
別
の
仏
と
衆
生
と
の
区
分

は
存
在
す
る
。
と
い
う
の
も
、
諸
仏
を
衆
生
の
父
と
す
る
記
述
は
、
先
の

「
三
界
唯
心
」
の
引
用
箇
所
に
あ
を
が
、
逆
に
衆
生
を
父
ど
す
乃
記
述
は

み
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
吾
子
・
子
吾
、
こ
く
ご
と
く
釈
迦
慈
父
の
令
嗣
な
り
。
（
先
に
引
用

　
　
し
た
箇
所
を
略
）
諸
仏
の
吾
子
は
衆
生
な
り
、
衆
生
の
慈
父
は
諸
仏

　
　
な
り
。
（
同
「
三
界
唯
心
」
第
一
巻
四
四
五
頁
一

ま
た
「
渓
声
山
色
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
仏
祖
の
往
昔
は
吾
等
な
り
、
吾
等
が
当
来
は
仏
祖
な
ら
ん
。
仏
祖
を

　
　
仰
観
す
れ
ば
、
一
仏
祖
な
り
、
発
心
を
観
相
す
る
に
も
一
発
心
な
る

　
　
べ
し
。
一
第
一
巻
二
八
＝
丁
二
八
四
頁
）

個
別
の
仏
と
衆
生
と
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
あ

る
。　

　
仏
法
の
道
理
い
ま
だ
ゆ
め
に
み
ざ
ら
ん
は
、
た
と
ひ
百
歳
右
る
老
比

　
。
丘
な
り
と
も
、
得
法
の
男
女
に
お
よ
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず
、
（
同
「
礼

　
　
拝
得
髄
」
第
一
巻
三
〇
八
頁
）

　
　
こ
の
法
は
、
人
人
の
分
上
に
ゆ
た
か
に
そ
な
わ
れ
り
と
い
へ
ど
も
、

　
　
い
ま
だ
修
せ
ざ
る
に
は
あ
ら
わ
れ
ず
、
証
せ
ざ
る
に
は
う
る
こ
と
な

　
　
し
。
は
な
て
ば
て
に
み
て
り
、
一
多
の
き
は
な
ら
む
や
。
語
れ
ば
く

　
　
ち
に
み
つ
、
縦
横
き
は
ま
り
無
し
。
諸
仏
の
、
つ
ね
に
こ
の
中
に
住

　
　
持
た
る
、
各
各
の
方
面
に
知
覚
を
の
こ
さ
ず
。
群
生
の
、
と
こ
し
な

　
　
へ
に
此
の
中
に
使
用
す
る
、
各
各
の
知
覚
に
方
面
あ
ら
は
れ
ず
。
一
同
．

　
　
「
弁
道
話
」
第
二
巻
四
六
〇
頁
）

当
然
、
得
道
し
た
個
別
の
仏
と
修
行
中
で
あ
る
菩
薩
と
の
区
分
も
明
確
に

存
在
す
る
。
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諸
仏
の
所
説
と
菩
薩
の
所
説
と
、
は
る
か
に
こ
と
な
り
。
（
同
「
四

　
　
馬
」
第
二
巻
四
一
七
頁
）

　
　
十
聖
三
賢
の
活
計
、
な
ほ
諸
仏
の
道
に
お
よ
ば
ず
。
（
「
行
仏
威
儀
」

　
　
第
一
巻
六
六
頁
一

　
　
十
聖
三
賢
は
夢
に
も
未
だ
諸
仏
の
犬
道
を
見
ず
。
一
『
道
元
和
尚
広

　
　
録
』
第
三
巻
二
九
頁
）

「
十
聖
」
・
「
三
賢
」
は
い
ず
れ
も
菩
薩
の
位
で
あ
る
。

　
道
元
が
衆
生
と
菩
薩
と
を
ど
う
位
置
付
け
て
い
た
か
は
明
確
で
は
な
い

が
、
以
下
の
記
述
に
お
い
て
は
「
昔
、
罪
を
犯
し
た
」
と
い
う
点
で
衆
生

と
菩
薩
を
同
列
に
み
て
い
る
。

　
　
む
か
し
犯
罪
あ
り
し
と
て
き
ら
は
ば
、
一
切
、
菩
薩
を
も
き
ら
ふ
べ

　
　
し
。
（
同
「
礼
拝
得
髄
」
第
一
巻
三
一
一
頁
）

但
し
、
凡
夫
と
修
行
中
の
菩
薩
と
の
区
分
は
存
在
す
る
。

　
　
凡
夫
は
七
賢
七
聖
に
比
す
る
こ
と
な
く
（
『
道
元
和
尚
広
録
』
第
三

　
　
巻
二
九
頁
一

「
七
賢
」
・
「
七
聖
」
は
い
ず
れ
も
菩
薩
の
位
で
あ
る
。

　
ま
た
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
で
は
、
衆
生
は
諸
仏
菩
薩
と
等
し
く
な
る

こ
と
を
目
標
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
乃
至
諸
天
冥
衆
、
諸
仏
菩
薩
等
を
恥
、
か
れ
に
ひ
と
し
か
ら
ん
と
こ

　
　
そ
、
思
べ
き
に
、
・
－
：
一
第
七
巻
一
二
一
頁
一

さ
ら
に
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
に
は
、
衆
生
は
菩
薩
の
慈
悲
を
学
び
行
な

う
べ
き
で
あ
る
、
と
あ
る
。

　
　
仏
祖
の
行
履
、
菩
薩
の
慈
行
を
学
、
諸
天
善
神
の
、
冥
に
て
ら
す
処

　
　
に
漸
悦
し
て
、
仏
制
に
任
せ
て
行
じ
も
て
ゆ
か
ば
、
一
切
く
る
し
か

　
　
る
ま
じ
き
な
り
。
（
第
七
巻
九
三
－
九
四
頁
）

　
個
別
の
仏
と
衆
生
と
の
問
題
に
話
を
戻
せ
ば
、
前
述
の
如
く
道
元
に
於

い
て
個
別
の
仏
は
仏
遣
を
伝
え
て
き
た
先
師
で
あ
っ
た
。
故
に
衆
生
は
個

別
の
仏
を
礼
拝
供
養
す
べ
き
で
あ
る
、
と
道
元
は
述
べ
て
い
る
。

　
　
釈
迦
牟
尼
仏
を
恋
慕
し
た
て
ま
つ
ら
ん
は
、
こ
の
面
受
正
伝
を
お
も

　
　
し
く
尊
宗
し
、
難
値
難
遇
の
敬
重
礼
拝
す
べ
し
。
す
な
わ
ち
如
来
を

　
　
礼
拝
し
た
て
ま
つ
る
な
り
、
如
来
に
面
受
せ
ら
れ
た
て
ま
つ
る
な
り
。

　
　
一
「
面
受
」
第
二
巻
五
八
頁
）

　
　
仏
法
を
修
行
し
、
仏
法
を
道
取
せ
ん
は
、
た
と
ひ
七
歳
の
女
流
な
り

　
　
と
も
、
す
な
は
ち
四
衆
の
導
師
な
り
、
衆
生
の
慈
父
な
り
。
一
略
）

　
　
供
養
恭
敬
せ
ん
こ
と
、
諸
仏
如
来
に
ひ
と
し
か
る
べ
し
。
こ
れ
す
な

　
　
は
ち
仏
道
の
古
儀
な
り
。
（
「
礼
拝
得
髄
」
第
一
巻
三
〇
八
頁
）

　
　
正
受
せ
る
人
、
み
な
こ
れ
証
契
伝
法
の
祖
師
な
り
、
十
聖
二
賢
に
も

　
　
す
ぐ
る
。
奉
観
恭
敬
し
、
礼
拝
頂
戴
す
べ
し
。
（
「
伝
衣
」
第
一
巻
三

　
　
六
三
頁
）

　
　
供
仏
の
功
徳
に
よ
り
て
、
作
仏
す
る
な
り
。
い
ま
だ
か
つ
て
一
仏
を

　
　
も
供
養
し
た
て
ま
っ
ら
ざ
る
衆
生
、
な
に
に
よ
り
て
か
作
仏
す
る
こ

　
　
と
あ
ら
ん
、
無
因
作
仏
あ
る
べ
か
ら
ず
。
（
「
供
養
諸
仏
」
二
巻
三
四

　
　
三
頁
）

な
お
、
道
元
に
お
い
て
、
個
別
の
仏
は
仏
法
を
伝
え
て
き
た
先
師
で
あ
る

と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
以
上
、
釈
迦
を
含
め
て
個
別
の
仏
の
序
列
は
存

在
し
な
い
に
。

　
　
一
仏
二
仏
の
修
行
の
み
ち
に
あ
ら
ず
、
諸
仏
諸
祖
に
み
な
こ
の
み
ち

　
　
あ
り
。
一
「
弁
道
話
」
第
二
巻
四
七
〇
頁
）
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い
は
ゆ
る
諸
仏
と
は
釈
迦
牟
尼
仏
な
り
。
釈
迦
牟
尼
仏
、
こ
れ
即
心

　
　
是
心
な
り
。
過
去
・
現
在
・
未
来
の
諸
仏
、
と
も
に
ほ
と
け
な
る
と

　
　
き
は
、
か
な
ら
ず
釈
迦
牟
尼
仏
と
な
る
な
り
。
（
「
即
心
是
心
」
第
一

　
　
巻
五
八
頁
）

　
　
諸
仏
諸
祖
の
受
持
し
単
伝
す
る
は
古
鏡
な
り
。
同
見
同
面
な
り
、
同

　
　
像
同
鋳
な
り
、
同
参
同
証
す
。
一
「
古
鏡
」
第
一
巻
二
二
一
頁
）

　
　
所
以
に
十
方
の
諸
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
べ
く
ん
ば
、
釈
江
一
佛
を
見

　
　
た
て
ま
つ
る
べ
し
。
（
『
日
本
国
越
前
永
平
寺
知
事
清
規
』
第
六
巻
一

　
　
三
四
頁
一

釈
迦
（
及
び
前
六
仏
）
に
関
し
て
言
え
ば
、
釈
迦
が
得
道
し
た
後
（
或
い

は
得
道
の
結
果
一
、
世
界
が
現
成
し
た
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
世
界
は

現
成
し
て
い
る
故
、
仏
道
の
先
師
と
す
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。

　
　
い
は
ゆ
る
世
界
は
、
十
方
み
な
仏
世
界
な
り
、
非
仏
世
界
い
ま
だ
あ

　
　
ら
ざ
る
な
り
。
（
略
）
ま
こ
と
に
七
仏
以
前
に
古
仏
心
壁
竪
す
、
七

　
　
仏
以
後
に
古
仏
心
才
生
す
、
諸
仏
以
前
に
古
仏
心
華
開
す
、
諸
仏
以

　
　
後
に
古
仏
心
結
果
す
、
古
仏
心
以
前
に
古
仏
心
脱
落
な
り
。
（
「
古
仏

　
　
心
」
第
一
巻
九
一
頁
）

　
個
別
の
仏
を
礼
拝
供
養
す
る
問
題
に
語
を
戻
せ
ば
、
こ
の
場
合
の
「
礼

拝
供
養
」
と
は
、
仏
道
の
先
師
と
し
て
面
受
・
崇
拝
す
る
意
で
あ
り
、
「
礼

拝
供
養
」
そ
の
も
の
は
修
行
で
は
な
い
。
道
元
に
お
い
て
仏
道
修
行
は
坐

禅
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
道
元
に
お
い
て
、
修
行
は
悟
り
に
至
る
「
方
法
」

で
あ
る
と
同
時
に
、
悟
り
そ
の
も
の
一
修
証
一
等
）
で
は
あ
る
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
論
述
を
省
略
す
る
。
一
「
方
法
」
と
い
う
言
葉
の
是
非
も

ひ
と
ま
ず
置
く
。
）

　
　
参
見
知
識
の
は
じ
め
よ
り
、
さ
ら
に
焼
香
・
礼
拝
・
念
仏
・
修
幟
・

　
　
看
経
を
も
ち
い
ず
、
た
だ
し
打
坐
し
て
身
心
脱
落
す
る
プ
」
と
雀
え
よ
。

　
　
一
「
弁
遺
話
」
．
第
二
巻
四
六
二
頁
）

　
　
焼
香
・
礼
拝
・
念
仏
・
修
幟
・
看
経
を
地
却
し
て
、
祇
管
打
坐
す
べ

　
　
し
。
一
『
遣
元
和
尚
広
録
』
第
三
巻
二
六
頁
）

　
　
い
は
く
、
参
禅
は
身
心
脱
落
な
り
、
焼
香
・
礼
拝
・
念
仏
・
修
俄
・

　
　
看
経
を
用
い
ず
、
祇
管
に
坐
し
て
始
め
て
得
て
ん
。
（
「
行
持
下
」
第

　
　
一
巻
一
九
八
頁
一

以
上
の
文
言
は
『
宝
慶
記
』
に
於
て
は
如
浄
の
言
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い

る
。　

　
堂
頭
和
尚
、
示
し
て
云
く
。
参
禅
は
身
心
脱
落
な
り
。
焼
香
膿
拝
・

　
　
念
佛
・
修
幟
・
看
経
を
用
い
ず
。
祇
管
打
坐
す
る
の
み
な
り
。
（
第

　
　
七
巻
一
八
頁
一

『
正
法
眼
蔵
』
「
三
昧
王
三
昧
」
で
は
「
先
師
古
仏
の
云
」
と
し
て
引
用

さ
れ
て
い
る
。

　
　
先
師
古
仏
の
云
く
、
参
禅
は
身
心
脱
落
な
り
、
砥
管
打
坐
し
て
始
め

　
　
て
得
ん
。
焼
香
・
礼
拝
・
念
仏
・
修
幟
・
看
経
を
要
せ
ず
。
一
第
二

　
　
巻
一
七
八
頁
）

従
っ
て
、
先
に
引
用
し
た
『
正
法
眼
蔵
』
「
弁
道
話
」
・
『
道
元
和
尚
広
録
』

の
文
言
は
、
如
浄
の
言
葉
を
道
元
が
勘
案
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

確
詠
し
て
お
け
ば
、
〈
表
記
は
若
干
異
な
る
が
V
「
弁
道
話
」
・
『
宝
慶
記
』

で
は
「
（
焼
香
等
を
）
用
い
ず
」
、
『
道
元
和
尚
広
録
』
で
は
「
拠
却
」
と

な
っ
て
お
り
、
道
元
は
焼
香
等
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
道
元
は

焼
香
・
礼
拝
・
念
仏
・
修
機
・
看
経
よ
り
も
坐
禅
を
行
な
え
、
と
述
べ
て
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い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
但
し
、
こ
の
場
合
の
「
用
い
ず
」
と
は
、
単
純
に
「
し
な
く
て
艮
い
」

と
い
う
意
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
以
下
の
史
料
か
ら
も
分
か
る
。

　
　
先
師
尋
常
に
道
く
、
我
が
箇
裏
、
焼
香
・
礼
拝
・
念
仏
・
修
憐
・
看

　
　
経
を
用
い
ず
、
砥
管
に
打
坐
し
、
弁
道
功
夫
し
、
身
心
脱
落
な
る
べ

　
　
し
。
か
く
の
ご
と
く
の
道
取
、
あ
き
ら
む
る
と
も
が
ら
、
ま
れ
な
り
。

　
　
ゆ
え
は
い
か
ん
。
看
経
を
よ
ん
で
看
経
と
す
れ
ば
、
触
す
、
よ
ん
で

　
　
看
経
と
せ
ざ
れ
ば
、
そ
む
く
。
有
語
す
る
こ
と
を
得
ず
、
無
語
す
る

　
　
こ
と
を
得
ず
、
速
や
か
に
道
え
、
速
や
か
に
道
え
。
こ
の
道
理
、
参

　
　
学
す
べ
し
。
こ
の
宗
旨
あ
る
ゆ
え
に
、
古
人
云
く
、
看
経
は
須
■
く
看

　
　
経
の
眼
を
具
す
べ
し
。
一
「
仏
経
」
二
巻
一
七
；
一
八
頁
一

坐
禅
以
外
の
行
い
は
、
修
行
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
経
を
読
む

こ
と
そ
の
こ
と
は
修
行
で
は
な
い
。
し
か
し
、
経
の
意
を
理
解
し
、
坐
禅

に
役
立
て
る
こ
と
は
当
然
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

　
　
又
、
読
経
・
念
仏
等
の
つ
と
め
に
う
る
と
こ
ろ
の
功
徳
を
、
な
ん
ぢ

　
　
し
る
や
い
な
や
。
た
だ
し
た
を
う
ご
か
し
、
こ
え
を
あ
ぐ
る
を
、
仏

　
　
事
功
徳
と
お
も
へ
る
、
い
と
は
か
な
し
。
仏
法
に
擬
す
る
に
、
う
た

　
　
た
と
ほ
く
い
よ
い
よ
は
る
か
な
り
。
又
、
経
書
を
ひ
ら
く
こ
と
は
、

　
　
ほ
と
け
、
頓
・
漸
修
行
の
儀
則
を
を
し
へ
お
け
る
を
、
あ
き
ら
め
し

　
　
り
、
教
の
ご
と
く
修
行
す
れ
ば
、
か
な
ら
ず
証
を
と
ら
し
め
む
、
と

　
　
な
り
。
（
「
弁
道
話
」
第
二
巻
四
六
六
頁
）

面
受
一
・
崇
拝
）
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
仏
の
位
置
づ
け
に
関
す
る

論
述
や
先
程
引
用
し
た
史
料
の
中
に
「
参
見
知
識
の
は
じ
め
よ
り
」
（
「
弁

道
話
」
第
二
巻
四
六
二
頁
一
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
上
の
見
解
は
首
肯
さ

れ
る
。
史
料
を
補
足
す
る
と
、
『
随
聞
記
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
話
頭
を
以
て
悟
を
ひ
ら
き
た
る
人
、
有
と
も
、
其
れ
も
坐
の
功
に
よ

　
　
り
て
、
悟
り
の
開
く
る
因
縁
也
。
（
『
随
聞
記
』
第
七
巻
一
五
〇
頁
）

当
該
の
「
用
い
ず
」
と
は
単
純
に
「
し
な
く
と
も
良
い
」
と
い
う
意
で
は

な
く
、
そ
の
意
義
、
．
例
え
ば
、
看
経
な
ら
看
経
の
、
面
受
な
ら
面
受
、
礼

拝
な
ら
礼
拝
の
意
義
を
汲
ん
で
坐
禅
に
役
立
て
る
こ
と
を
せ
よ
、
と
い
う

意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
－
。

　
但
し
、
看
経
や
、
礼
拝
が
坐
禅
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
は
有
り
え
な

い
。　

　
仏
像
舎
利
は
如
来
の
遺
骨
な
れ
ば
、
恭
敬
す
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
又

　
　
一
へ
に
是
を
仰
ぎ
て
得
悟
す
べ
し
と
思
は
ば
、
還
っ
て
邪
見
也
。
（
『
随

　
　
聞
記
』
第
七
巻
六
四
貫
）

当
然
σ
こ
と
で
あ
る
が
、
道
元
は
、
得
道
へ
の
「
方
法
」
は
坐
禅
の
み
と

述
べ
て
い
る
。
（
「
方
法
」
と
い
う
言
葉
の
是
非
は
前
述
の
如
く
ひ
と
ま
ず

置
く
。
）

　
　
犬
師
釈
尊
、
ま
さ
し
く
得
道
の
妙
術
を
正
伝
し
、
又
三
世
の
如
来
、

　
　
と
も
に
坐
禅
よ
り
得
道
せ
り
、
（
略
）
西
天
東
地
の
諸
祖
、
み
な
坐

　
　
禅
よ
り
得
道
せ
る
な
り
、
（
「
弁
遺
語
」
第
二
巻
四
六
五
頁
）

ま
た
、
「
弁
道
話
」
の
他
の
箇
所
で
は
坐
禅
を
専
に
修
め
る
よ
う
説
い
て

い
る
。

　
　
と
ふ
て
い
は
く
、
こ
の
坐
禅
を
つ
と
め
ん
人
、
さ
ら
に
墓
言
・
止
観

　
　
の
行
を
か
ね
修
せ
ん
、
さ
ま
た
げ
あ
る
べ
か
ら
ず
や
。
し
め
し
て
い

　
　
は
く
、
在
唐
の
と
き
、
宗
師
に
真
訣
を
き
き
し
ち
な
み
に
、
西
天
東

　
　
地
の
古
今
に
、
仏
印
を
正
伝
せ
し
諸
祖
、
い
づ
れ
も
、
い
ま
だ
、
し
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か
の
ご
と
き
の
行
を
、
か
ね
修
す
と
き
か
ず
と
い
ひ
き
。
ま
こ
と
に
、

　
　
一
事
を
こ
と
と
せ
ざ
れ
ば
一
智
に
達
す
る
こ
と
な
し
。
（
「
弁
道
話
」

　
　
第
二
巻
四
七
四
－
四
七
五
頁
一

な
お
、
『
随
聞
記
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
一
日
、
弊
、
問
云
、
叢
林
の
勤
学
の
行
履
と
云
は
、
如
何
。
示
云
、

　
　
只
管
打
座
也
。
或
は
、
閣
上
、
或
楼
下
に
し
て
、
常
坐
を
い
と
な
む
。

　
　
一
第
七
巻
二
二
七
貫
一

　
　
仏
法
を
学
し
仏
道
を
修
す
る
に
も
、
尚
、
多
般
を
兼
ね
学
す
べ
か
ら

　
　
ず
。
況
ん
や
教
家
の
顕
密
の
聖
教
、
一
向
に
欄
べ
き
な
り
。
仏
祖
の

　
　
言
語
す
ら
多
般
を
好
み
学
す
べ
か
ら
ず
。
一
事
を
専
ら
に
せ
・
ん
、
鈍

　
　
根
劣
器
の
も
の
、
か
な
ふ
べ
か
ら
ず
。
況
や
、
多
事
を
兼
て
、
心
想

　
　
を
調
へ
ざ
ら
ん
、
不
可
な
り
。
（
第
七
巻
七
二
頁
一

以
上
、
道
元
は
個
別
の
仏
へ
の
礼
拝
よ
り
も
坐
禅
を
す
べ
き
で
あ
る
、
と

説
い
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
ま
た
、
『
吉
祥
山
永
平
寺
衆
寮
歳
規
』
で
は
、
案
頭
（
読
書
す
る
た
め

の
机
）
に
仏
・
菩
薩
の
像
を
置
く
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
　
寮
中
お
の
お
の
の
案
頭
、
も
し
仏
菩
薩
の
像
を
安
ぜ
ば
こ
れ
無
礼
な

　
　
り
。
一
第
六
巻
七
九
頁
）

　
以
上
、
道
元
に
お
け
る
仏
（
或
い
は
菩
薩
一
と
衆
生
と
の
関
係
を
考
え

て
き
た
。
道
元
に
お
い
て
、
個
別
の
仏
は
、
仏
道
を
伝
え
て
き
た
先
師
で

あ
り
、
そ
の
点
で
は
崇
拝
の
対
象
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
先
師
で
あ
り
、

坐
禅
を
差
し
置
い
て
積
極
的
に
礼
拝
す
べ
き
対
象
で
は
な
い
。
菩
薩
に
つ

い
て
は
明
確
な
記
述
は
な
か
っ
た
が
、
衆
生
と
同
列
の
修
行
者
と
し
て
位

置
付
け
る
面
も
あ
り
、
積
極
的
に
崇
拝
す
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
と
言
え

る
。
道
元
に
お
い
て
、
唯
一
坐
禅
の
み
が
仏
道
修
行
な
の
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
道
元
は
修
行
に
よ
る
現
世
利
益
獲
得
を
否
定
し
て
い
る
。

　
　
行
者
自
身
の
た
め
に
佛
法
を
修
す
と
念
う
べ
か
ら
ず
、
名
利
の
た
め

　
　
に
仏
法
を
修
す
べ
か
ら
ず
、
果
報
を
得
ん
が
た
め
に
仏
法
を
修
す
べ

　
　
か
ら
ず
、
霊
験
を
得
ん
が
た
め
に
仏
法
を
修
す
べ
か
ら
ず
。
た
だ
仏

　
　
法
の
た
め
に
仏
法
を
修
す
る
乃
ち
是
れ
道
な
り
。
（
『
学
道
用
心
集
」

　
　
第
五
巻
二
一
二
頁
一

こ
の
点
か
ら
見
て
も
、
道
元
に
於
て
地
蔵
信
仰
の
如
く
の
個
別
の
仏
・
菩

薩
へ
の
信
仰
が
入
り
込
む
余
地
が
無
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
。
一
現
実
の

地
蔵
信
仰
に
は
多
様
な
面
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ひ

と
ま
ず
置
く
。
）

第
二
章
鎌
倉
仏
教
論
に
関
す
る
一
考
察

　
さ
て
、
そ
こ
で
鎌
倉
仏
教
論
に
つ
い
て
の
私
な
り
の
考
察
を
始
め
た
い

と
思
う
。
ま
ず
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
、
道

元
に
は
同
時
代
に
は
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
地
蔵
信
仰
の
入
り
込
む
余

地
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
通
常
鎌
倉
旧
仏
教
に
分
類

さ
れ
る
貞
慶
・
良
遍
と
一
線
を
画
す
る
と
言
え
る
い
。

　
そ
し
て
本
論
文
で
も
う
一
つ
明
ら
か
に
し
た
い
の
は
、
専
修
の
問
題
で

あ
る
。
近
年
の
鎌
倉
仏
教
論
再
考
に
於
て
は
、
こ
う
し
た
教
理
的
視
点
は

軽
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
に
。
し
か
し
、
私
に
は
専
修
と
い
う
視
点
は
未

だ
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
を
以
下
、
論
証
し
た
い
。

　
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
道
元
の
修
行
論
は
、
専
ら
に
坐
禅
■
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を
行
な
え
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
焼
香
・
礼
拝
等
を
禁
止
・
放
置
す

る
の
で
は
な
く
、
時
に
こ
れ
ら
を
仏
道
修
行
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
位
置

づ
け
た
。
こ
う
し
た
修
行
論
は
、
法
然
に
も
見
ら
れ
る
。

　
法
然
思
想
の
真
髄
は
、
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
第
十
六
章
の
所
謂
「
略

選
択
」
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
帖
。

　
　
そ
れ
速
や
か
に
生
死
を
離
れ
ん
と
欲
せ
ば
、
二
種
の
勝
法
の
中
に
は
、

　
　
且
ら
く
聖
道
門
を
閣
て
、
選
て
浄
土
門
に
入
れ
。
浄
土
門
に
入
ん
と

　
　
欲
せ
ば
、
正
雑
二
行
の
中
に
は
、
旦
ら
く
諸
の
雑
行
を
地
て
選
て
正

　
　
行
に
帰
す
べ
し
。
正
行
を
修
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
正
助
二
業
の
中
に

　
　
は
、
猶
し
助
業
を
傍
ら
に
し
、
選
て
正
定
を
選
に
す
べ
し
。
正
定
の

　
　
業
と
は
即
ち
是
れ
仏
名
を
称
す
る
な
り
。
名
を
称
す
れ
ば
、
必
ず
生

　
　
ず
る
こ
と
を
得
。
仏
の
本
願
に
依
る
が
故
な
り
。
（
三
四
七
頁
・
原

　
　
漠
文
）

こ
こ
に
法
然
の
専
修
念
仏
思
想
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
口
称
念
仏
以
外
の

行
を
否
定
的
に
位
置
づ
け
て
い
る
が
「
旦
ら
く
」
と
あ
る
通
り
、
他
の
行

を
一
切
禁
止
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
以
下
、
法
然
に
お
け
る
念
仏
と
諸

行
と
の
関
係
を
略
述
す
る
。

　
口
称
念
仏
は
そ
れ
自
体
完
全
な
。
も
の
で
あ
っ
て
、
何
か
で
補
足
・
補
助

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
本
願
の
念
仏
に
は
、
ひ
と
り
だ
ち
を
せ
さ
せ
て
助
を
さ
さ
ぬ
也
。
（
『
禅

　
　
勝
房
伝
説
の
詞
』
四
六
二
頁
）

　
　
つ
み
つ
く
り
た
る
人
た
に
も
往
生
す
れ
は
、
ま
し
て
功
徳
な
れ
は
法

　
　
華
経
な
ん
と
を
よ
ま
ん
は
、
何
か
く
る
し
か
る
へ
き
と
な
ん
と
申
す

　
　
人
も
あ
り
。
そ
れ
ら
は
む
け
に
き
た
な
き
事
也
。
往
生
を
た
す
け
は

　
　
こ
そ
い
み
し
か
ら
め
、
さ
ま
た
け
な
ら
ぬ
は
か
り
を
い
み
し
き
事
と

　
　
て
く
は
へ
お
こ
な
は
ん
事
は
、
な
に
か
は
詮
あ
る
へ
き
。
一
『
浄
土
宗

　
　
略
抄
』
六
〇
二
頁
）

法
然
に
於
て
念
仏
は
易
行
で
あ
る
と
同
時
に
勝
行
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た

末
法
だ
け
で
は
な
く
、
正
法
・
像
法
に
も
通
用
す
る
行
で
あ
っ
た
こ
と
も

確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
　
何
が
故
ぞ
、
第
十
八
の
願
に
、
一
切
の
諸
行
を
選
捨
し
て
、
た
だ
偏

　
　
に
念
仏
一
行
を
選
取
し
て
、
往
生
の
本
願
と
す
る
や
。
答
え
て
日
く
、

　
　
聖
意
測
り
難
し
、
た
や
す
く
解
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
し
か
り
と
い

　
　
へ
ど
も
、
今
試
み
に
二
の
義
を
も
つ
て
こ
れ
を
解
せ
ば
、
一
は
勝
劣

　
　
の
義
、
二
は
難
易
の
義
な
り
。
（
『
選
択
集
』
三
一
九
頁
・
原
漢
文
一

　
　
知
り
ぬ
、
念
仏
往
生
の
道
は
、
正
・
像
・
末
の
三
時
、
お
よ
び
法
滅

　
　
百
歳
の
時
に
通
ず
と
云
う
こ
と
を
。
一
『
選
択
集
』
三
四
四
頁
・
原
漠

　
　
文
一

し
か
し
、
念
仏
を
助
け
る
行
と
し
て
で
あ
れ
ば
、
念
仏
以
外
の
諸
行
は
差

し
支
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
現
世
を
す
ぐ
べ
き
様
は
、
念
仏
の
中
さ
れ
ん
様
に
す
ぐ
べ
し
。
念
仏

　
　
の
さ
ま
た
げ
に
な
り
ぬ
べ
き
は
、
な
に
な
り
と
も
よ
ろ
づ
を
い
と
ひ

　
　
す
て
て
、
こ
れ
を
と
ど
む
べ
し
。
い
は
く
、
ひ
じ
り
で
申
さ
れ
ず

　
　
は
、
め
を
ま
う
け
て
申
す
べ
し
。
妻
を
ま
う
け
て
申
さ
れ
ず
は
、
ひ

　
　
じ
り
に
て
申
す
べ
し
。
一
略
一
衣
食
住
の
三
は
、
念
仏
の
助
業
也
。

　
　
こ
れ
す
な
わ
ち
自
身
安
穏
に
し
て
念
仏
往
生
を
と
げ
ん
が
た
め
に

　
　
は
、
何
事
も
み
な
念
仏
の
助
業
也
け
。
一
『
禅
勝
房
伝
説
の
詞
』
四
六

　
　
二
；
四
六
三
頁
一
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法
然
の
専
修
念
仏
は
他
の
行
を
否
定
的
に
位
置
づ
け
る
。
極
楽
往
生
に

は
念
仏
を
行
な
え
ば
充
分
で
あ
り
、
念
仏
を
補
う
行
は
否
定
さ
れ
る
。
し

か
し
、
念
仏
を
助
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
行
な
い
で
あ
っ
て
も
助
業

と
し
て
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
道
元
の
修
行
論
と
の
類
似
が
見

ら
れ
る
。
即
ち
、
道
元
の
只
管
打
坐
に
し
て
も
、
法
然
の
専
修
念
仏
に
し

て
も
、
一
見
、
他
の
行
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
他
の
行
は

く
根
本
の
一
行
V
一
と
仮
に
呼
ぶ
）
を
助
け
る
も
の
と
し
て
活
か
さ
れ
る

余
地
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
類
似
点
を
述
べ
れ
ば
、
法
然
に
し
て
も
、
遺
元
に
し
て
も
、
〈

根
本
の
一
行
V
を
行
な
え
ば
、
ど
ん
な
劣
器
の
人
で
あ
っ
て
も
、
〈
救
済

V
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
ま
ず
道
元
の
著
作
を
引
用
す
る
。

　
　
今
祖
席
に
相
伝
し
て
専
ら
す
る
処
は
坐
禅
也
。
此
の
行
、
能
、
衆
機

　
　
を
兼
、
上
中
下
根
等
、
修
し
得
べ
き
法
也
。
一
略
）
如
今
各
々
も
一

　
　
向
に
思
切
っ
て
修
し
て
見
よ
。
十
人
は
十
人
な
が
ら
得
道
す
べ
き
な

　
　
り
。
先
師
天
童
の
す
す
め
是
の
ご
と
し
。
一
『
随
聞
記
』
第
七
巻
七
四

　
　
－
七
五
頁
・
原
文
の
一
部
に
漠
文
体
の
箇
所
が
あ
る
が
、
書
き
下
し

　
　
た
。
）

　
　
禅
僧
の
能
く
成
る
第
一
の
用
心
、
祇
管
打
坐
す
べ
き
也
。
利
鈍
賢
愚

　
　
を
論
ぜ
ず
、
坐
禅
す
れ
ば
自
然
に
好
く
な
る
な
り
。
一
『
随
聞
記
』
第

　
　
七
巻
六
六
頁
）

次
に
法
然
の
著
作
を
引
用
す
る
。

　
　
往
生
礼
讃
に
云
く
、
も
し
能
く
上
の
如
く
念
念
相
続
し
て
畢
命
を
期

　
　
と
為
る
者
は
、
十
は
即
ち
十
生
じ
、
百
は
即
ち
百
生
ず
。
．
一
『
選
択
集
』

　
　
三
一
六
頁
・
原
漢
文
一

　
　
男
女
貴
賎
を
も
簡
は
す
、
善
人
悪
人
を
も
分
か
た
す
、
心
を
至
し
て

　
　
弥
陀
を
念
す
る
に
、
生
ま
れ
す
と
云
ふ
事
な
し
。
一
『
十
二
箇
条
の
問

　
　
答
』
六
七
三
貢
）

　
こ
う
し
た
く
専
修
V
思
想
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
こ
れ
以
前
の
仏
教

で
は
見
ら
れ
な
い
伸
。
ま
た
、
こ
う
し
た
〈
平
等
〉
思
想
は
、
所
謂
旧
仏

教
に
は
見
ら
れ
な
い
伸
。
と
す
る
と
、
法
然
と
道
元
に
共
通
す
る
専
修
思

想
を
尺
度
に
、
鎌
倉
仏
教
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
依
然
有
意
義
な
こ
と
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
無
論
、
法
然
と
道
元
の
思
想
に
は
様
々
な
相
違
点
が
存
在
す
る
。
法
然

の
念
仏
は
往
生
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
に
対
し
、
道
元
の
坐
禅
は
、
得
遣

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
得
遺
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
相
違
は
、
表
面
的
な
も
の
で
は
な
い
㈹
。
特
に
道
元
が
「
修
の
証
な

れ
ば
、
証
に
き
は
な
く
」
一
「
弁
道
話
」
第
二
巻
四
七
〇
頁
）
と
修
行
に
際

限
を
設
け
な
か
っ
た
点
は
「
乃
至
十
念
」
を
唱
え
る
法
然
い
と
大
き
な
相

違
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
法
然
に
於
て
、
戒
律
は
守
っ
て
も
守
ら
な
く
と
も
良
い
も
の
で

あ
っ
た
が
、
遣
元
に
於
て
は
守
る
べ
き
も
の
で
あ
る
帳
。
但
し
、
道
元
は

杓
子
定
規
に
持
戒
を
唱
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　
　
菩
薩
は
、
直
饒
、
自
身
は
破
戒
の
罪
を
受
と
も
、
他
の
為
に
受
戒
せ

　
　
し
む
べ
し
。
（
『
随
聞
記
』
第
七
巻
六
九
頁
）

と
す
る
と
、
両
者
の
戒
律
に
対
す
る
相
違
は
根
本
的
な
も
の
で
は
な
い
。

　
こ
れ
以
外
に
も
両
者
の
相
違
点
は
多
々
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
㈹
。
し
か

し
、
「
行
の
位
置
づ
け
」
と
い
う
思
想
の
根
本
が
極
め
て
類
似
し
て
い
る

こ
と
は
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
故
に
両
者
の
専
修
思
想
を
出
発
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点
に
鎌
倉
仏
教
を
考
察
す
る
こ
と
は
、

で
あ
る
岬
。

結
　
び

有
意
義
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の

　
以
上
、
本
論
文
で
は
、
道
元
に
お
け
る
仏
・
菩
薩
の
位
置
づ
け
を
出
発

点
に
、
鎌
倉
仏
教
論
に
お
け
る
専
修
の
意
義
を
再
確
認
し
た
。
他
の
祖
師

に
も
、
本
論
文
の
指
摘
が
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
、
そ
の
後
の
教
団
の
展

開
と
専
修
思
想
が
ど
う
関
わ
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

（1）註

例
え
ば
、
戒
律
の
復
興
を
志
し
た
貞
慶
（
一
一
五
五
－
二
二
三
一

は
『
地
蔵
講
式
』
を
著
わ
し
、
地
蔵
信
仰
を
鼓
舞
し
て
い
る
。
ま
た
、

法
相
教
学
を
大
成
し
た
良
遍
（
一
一
九
四
－
二
一
五
二
）
は
、
地
蔵

像
へ
の
礼
拝
を
毎
日
行
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
ラ
イ
病
患
者
の
救
済

な
ど
の
慈
善
事
業
を
積
極
的
に
行
な
っ
た
忍
性
（
二
二
七
；
二
二

〇
三
）
は
多
く
の
人
々
に
地
蔵
画
を
配
布
し
た
。
こ
れ
ら
の
高
僧
に

限
ら
ず
、
中
世
南
都
に
お
い
て
、
地
蔵
説
話
や
地
蔵
関
係
の
絵
詞
が

書
写
さ
れ
、
再
生
産
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
柄
か
ら
見
て
、

鎌
倉
時
代
は
地
蔵
信
仰
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
と
言
え

る
。
清
水
邦
彦
「
貞
慶
の
地
蔵
信
仰
」
（
『
倫
理
学
』
第
十
二
号
　
一

九
九
五
年
）
・
同
「
良
遍
の
地
蔵
信
仰
」
〈
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

四
十
三
－
一
　
一
九
九
四
年
）
・
牧
野
和
夫
「
常
謹
撰
『
地
蔵
菩
薩

）2（）3（

臆
験
記
』
和
訳
絵
詞
、
そ
の
他
」
（
『
実
践
女
子
犬
文
学
部
紀
要
』
第

三
士
二
集
　
一
九
九
一
年
）
・
中
村
元
「
奉
仕
の
精
神
－
忍
性
の
社
会

活
動
－
」
（
『
日
本
宗
教
の
近
代
性
』
春
秋
社
　
一
九
六
四
年
）
・
松

尾
剛
次
「
説
経
節
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」
と
勧
進
興
行
」
（
『
勧
進
と
破

戒
の
中
世
史
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
五
年
）
等
・
但
し
、
松
尾
論

文
で
は
、
「
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
に
つ
い
て
は
、
園
城
寺
の
上
座
、

実
容
が
一
〇
三
三
年
か
ら
六
三
年
こ
ろ
に
編
集
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
巻
三
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ

以
後
の
巻
は
良
観
と
い
う
僧
に
よ
っ
て
続
編
が
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
」
と
あ
る
が
、
「
巻
二
」
と
す
る
方
が
適
切
で
あ
る
。
『
三
国
因

縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
　
こ
（
古
典
文
庫
二
〇
こ
の
真
鍋
広
済
解

説
参
照
く
特
に
十
九
－
；
二
頁
V
。
ま
た
、
松
尾
論
文
で
は
、
続
け

て
「
良
観
と
は
良
観
房
忍
性
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
想
定
す
る
説
も
あ

る
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
説
は
現
在
で
は
否
定
的
に
取
り
扱
わ
れ
て

い
る
。
渡
浩
一
「
近
世
地
蔵
説
話
集
と
地
蔵
縁
起
－
十
四
巻
本
『
地

蔵
菩
薩
霊
験
記
』
の
場
合
1
」
（
『
武
蔵
野
文
学
』
三
三
号
　
一
九
八

五
年
一

「
四
禅
比
丘
」
に
は
、
「
お
ほ
よ
そ
如
来
世
尊
、
は
る
か
に
一
切
を
超

越
し
ま
し
ま
す
こ
と
、
即
ち
諸
仏
如
来
・
諸
菩
薩
・
梵
天
帝
釈
、
み

な
と
も
に
ほ
め
た
て
ま
つ
り
、
し
り
た
て
ま
つ
る
処
な
り
。
」
一
第
二

巻
四
三
八
頁
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
儒
者
と
の
対
比
を
踏
ま
え
て
の

記
述
で
あ
り
、
釈
迦
と
い
う
個
仏
の
超
越
性
を
強
調
し
て
い
る
訳
で

は
な
い
。

ち
な
み
に
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
は
「
呂
o
o
曇
；
尊
重
す
る
、
重
用
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（5）（4〕）6（）7（）8（

す
る
」
と
あ
る
。
一
岩
波
書
店
版
四
一
五
頁
）

註
ω
参
照
。

例
え
ば
松
尾
剛
次
は
官
僧
か
遁
世
僧
か
と
い
う
分
類
基
準
で
鎌
倉

（
新
一
仏
教
を
論
じ
て
い
る
。
松
尾
『
鎌
倉
新
仏
教
の
誕
生
』
（
講
談

社
現
代
新
書
　
一
九
九
五
年
）
・
佐
藤
弘
夫
は
「
鎌
倉
仏
教
の
祖
師
の

仏
教
を
、
教
理
と
し
て
で
は
な
く
生
き
た
宗
教
と
し
て
捉
え
」
る
立

場
で
鎌
倉
仏
教
を
論
述
し
て
い
る
。
佐
藤
『
鎌
倉
仏
教
』
一
箪
二
文

明
社
レ
グ
ル
ス
文
庫
　
一
九
九
四
年
、
引
用
箇
所
は
二
二
－
一
四
頁
）

先
行
研
究
に
お
い
て
、
略
選
択
が
法
然
思
想
の
真
髄
を
表
わ
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
と
い
う
疑
念
が
出
さ
れ
て
い
る
一
平
雅
行
「
法
然
の

思
想
構
造
と
そ
の
歴
史
的
位
置
」
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
塙

書
房
　
一
九
九
二
年
一
。
ゆ
え
に
本
論
文
で
は
、
略
選
択
の
み
を
取

り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
『
選
択
集
」
以
外
の
著
作
も
参
照
し
て
、

法
然
思
想
を
分
析
し
た
。

以
上
の
論
述
か
ら
、
法
然
が
一
生
戒
律
を
守
っ
た
こ
と
と
、
弟
子
の

親
鷺
が
妻
帯
し
た
こ
と
と
が
、
矛
盾
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
の
地
蔵
説
語
に
は
「
地
蔵
を
専
ら
に
（
偏
に
・
一

向
に
）
念
ず
る
」
と
い
う
表
現
が
し
ば
し
見
ら
れ
る
。
先
行
研
究
に

於
て
、
こ
の
こ
と
を
法
然
・
親
鷺
に
相
通
ず
る
も
の
と
位
置
づ
け
る

論
考
が
あ
る
。
一
家
永
三
郎
「
親
鷲
の
宗
教
の
成
立
に
関
す
る
思
想

的
考
察
」
『
中
世
仏
教
思
想
史
研
究
』
法
蔵
館
　
一
九
四
七
年
・
卉

上
光
貞
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
山
川
出
版
社
一
九
七
五
年
、

二
四
八
；
二
四
九
頁
等
）
し
か
し
、
「
地
蔵
専
修
」
は
法
然
の
専
修

念
仏
と
表
面
的
に
は
類
似
す
る
が
、
思
想
の
内
実
に
於
て
大
き
な
相

）9（）0o）11（）2o
違
が
見
ら
れ
る
。
清
水
邦
彦
「
所
謂
「
地
蔵
専
修
」
に
つ
い
て
」

　
一
『
倫
理
学
』
第
十
号
　
一
九
九
二
年
）
・
こ
れ
と
は
別
に
船
岡
誠
は
、

平
安
後
期
各
宗
派
に
は
行
の
専
修
化
の
動
き
が
あ
っ
た
、
と
し
て
い

る
。
た
だ
こ
の
動
き
は
具
体
的
に
は
学
か
ら
の
行
の
自
立
を
意
味
す

る
。
し
た
が
っ
て
法
然
や
道
元
の
専
修
の
先
駆
的
な
も
の
に
す
ぎ
な

い
と
現
時
点
で
は
考
え
た
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。
船
岡
『
日
本
禅
宗
の
成
立
』
（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八

七
年
）
六
二
－
六
一
二
・
＝
一
七
頁

例
え
ば
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
親
鷺
以
上
に
民
衆
救
済
に
熱
心
だ
っ

た
と
さ
れ
る
忍
性
（
及
び
そ
の
一
派
）
の
慈
善
事
業
に
は
、
結
果
的

に
差
別
を
導
く
側
面
が
存
在
し
て
い
た
。
細
川
涼
一
「
叡
尊
・
忍
性

の
慈
善
救
済
」
（
『
中
世
の
身
分
制
と
非
人
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
　
一
九
九
四
年
）
・
松
尾
剛
次
『
救
済
の
思
想
』
（
角
川
選
書
　
一

’
九
九
六
年
）
三
二
頁
・
末
木
文
美
士
『
鎌
倉
仏
教
形
成
論
』
（
法
蔵

館
　
一
九
九
八
年
）
四
一
一
頁

藤
吉
慈
海
「
法
然
と
道
元
」
一
春
秋
社
『
講
座
道
元
　
第
6
巻
』
一

九
八
○
年
）
に
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
同
論
文
は
、
本
論
文
と
違
っ

た
角
度
で
法
然
と
道
元
の
共
通
点
・
相
違
点
を
整
理
し
て
い
る
。

「
乃
至
十
念
」
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
で
は
触
れ
な
い
が
、

こ
の
こ
と
が
後
に
門
弟
の
間
で
、
一
念
・
多
念
論
争
を
招
い
た
の
は
、

周
知
の
通
り
で
あ
る
。

藤
吉
「
法
然
と
道
元
」
（
前
掲
）
で
は
、
法
然
の
教
え
が
万
機
普
益

の
広
き
門
で
あ
る
一
方
、
道
元
は
出
家
主
義
者
で
あ
り
、
そ
の
教
え

が
狭
き
門
で
あ
っ
た
と
す
る
対
比
を
行
な
っ
て
い
る
。
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）3o）4o
広
神
清
は
、
両
者
の
末
法
思
想
に
関
す
る
相
違
を
ま
と
め
て
い
る
。

「
末
法
思
想
と
小
国
意
識
－
道
元
に
お
け
る
教
・
時
・
処
・
機
の
論
」

（
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
四
十
号
　
一
九
九
三
年
）
一
但
し
、
通
例
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
法
然
・
親
鷺
を
他
力
、
道
元
を
自
力
と
し
て
対

比
さ
せ
る
の
は
、
表
面
的
な
比
較
に
す
ぎ
な
い
。
法
然
の
思
想
に
お

け
る
「
他
力
」
は
さ
て
お
き
、
親
鷲
と
道
元
が
他
力
・
白
力
で
対
比

さ
れ
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
遊
亀
教
授
「
親
鷺
、
道
元
に
お
け
る
超

越
の
問
題
」
（
金
子
武
蔵
編
『
日
本
に
お
け
る
理
法
の
問
題
』
理
想

社
一
九
七
〇
年
）
参
照
。

こ
う
し
た
ま
と
め
方
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
一
新
）
仏
教
を
祖
師
の
思

想
に
の
み
限
定
し
て
い
る
と
の
誘
り
を
受
け
よ
う
。
た
だ
私
の
見
通

し
を
述
べ
れ
ば
、
〈
一
行
で
全
て
の
人
が
救
わ
れ
る
〉
と
い
う
思
想

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
室
町
時
代
以
降
、
浄
土
宗
（
後
の
浄
土
真
宗

を
含
む
）
・
曹
洞
宗
が
多
く
の
人
々
に
広
ま
っ
た
、
と
考
え
る
。
ゆ

え
に
祖
師
の
思
想
的
意
義
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
鎌
倉
仏
教
を
考
察

す
る
鍵
に
な
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
鎌
倉
新
仏
教
各
宗
派
が
な
ぜ

広
ま
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
の
綴
密
な
検
討
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

主
な
参
考
文
献
（
註
で
言
及
し
た
も
の
を
除
く
）

春
日
佑
芳
『
道
元
の
思
想
』
ぺ
り
か
ん
祉
　
一
九
八
二
年

塩
飽
直
子
「
観
念
と
し
て
の
叢
林
」
（
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
五
三
号
　
一

　
　
九
九
八
年
）

奈
良
博
順
「
法
然
の
思
想
的
形
成
」
（
『
倫
理
学
研
究
』
九
号
　
一
九
六
一

　
　
年
）

清
水
邦
彦
「
法
然
浄
土
教
の
地
蔵
誹
謡
」
（
『
日
本
思
想
史
学
』
二
五
号

　
　
一
九
九
三
年
一

清
水
邦
彦
「
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
と
そ
の
影
響
」
（
『
倫
理
学
』
十
一

　
　
号
　
一
九
九
四
年
）

清
水
邦
彦
「
鎌
倉
仏
教
再
考
－
民
衆
救
済
の
視
点
か
ら
i
」
一
『
早
稲
田
実

　
　
業
学
校
　
研
究
紀
要
』
三
一
号
　
一
九
九
七
年
一

（
し
み
ず
・
く
に
ひ
こ
　
金
沢
大
学
文
学
部
助
教
授
）

＊
道
元
の
著
作
は
、
春
秋
社
版
『
道
元
禅
師
全
集
』
よ
り
引
用
。
『
』
の

も
の
は
、
書
名
、
「
」
の
も
の
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
の
章
名
で
あ
る
。
（
通

例
に
則
り
、
「
弁
道
話
」
は
『
正
法
眼
蔵
』
に
含
ん
で
い
る
。
）
法
然
の

著
作
は
、
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
よ
り
引
用
。
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